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最近のアフリカに関する学術・研究活動は，その対象

地域と研究テー7のいかんを問わず，きわめて焔んであ

り、その結果として，多数の研究或呆のHJI¥況を見ていら

ことは，周知のとおりである。そこで，その数多くの研

究成果の中から，あえてこの書物を選んだ積恒的な理由

は何かと間われれば，ひとつには，アフリカを全体とし

て把えて，その中での経済に関する諸種の／11l埴を総 fr

的，かつ有機的に解明しようとする態度を高く評価した

かったためである。この点に関しては，本汗の「はしが

きlにおいても PierreMou目立はつぎのよう lこJ甘J商して

いるc すなわち， 「過去数年間につL、て見れlr.きわめ

て多くの書物がアフリカの経済開発に関するいろし、ろた

問題を取り上げており，そこではアフリカのある特定の

国，または地域，~らにアフリカのある部門（分野）に

ついて，その経済成長のー側面を説明した研究は多ヤι

しかしながら，アフリカを全体として把え，そのすべて

の部門にっし、ての経済発展を総台的に研究したものは‘

ほとんど見ることができなかった。（中略）そのli、からは

ても， Kamarckによるこの報告書が持，，ているよ長4大の

長所は，主に指摘したような先駆者たちの研先に共通し

ていた欠陥を補ろという仕事に対しかれが結械的に取

り組んだことにあるJ(p. vii）と，アフリカ問題の総合的

研究に焦点をあてて Kamarckの成果に期待しているc

そこで，本文の論説にはいるにさきだって， i"f・j号につU、

て簡単に説明しておけば，かれは世銀（InternationalB，‘mk 

for Reconstruction and Development）の経済部長（Di

rector of the Economics Department）で，ジヨ／ズ・

ホプキンス大学高等国際関係前i大学院（The Sch，附1of 

Advanced Intemationul Studies, The Juhns 同ipkin討

University）の講i':r!iをも兼ね，特に 196411と1%5fj.（月三

年間には，ロスアンゼノレスのカリフォルニ〆f大学アフリ

カ研究センター（TheAfrican Studies Center of the 

University of California）に客員教段としと花席L.J 

S. Coleman教段のもとで本会の執筆に従’与したのであ
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る。つぎに，いままでに著者が発表したおもな論文を列

挙すれば，“RぞcentEconomic Growth in AfricaぺThe

;1nnals of the A..merican 11ほ demyof Political and 

Social Science, (CCCLIV, 1964）；“The African Econo-

my and International Trade”， The United States and 

A.ρ・ica (rev. ed.‘New York and London, Frederick 

A. Praeger, for The American Assembly, 1963）；“Eco-

nomic and Soc凶 Imperativesぺめ’IIψosiumon AJι 

rica (Wellesley College, 1960），“Economics and Eco-

nomic Development’＇， Robert A. Lystad ed., The 

.lji・川口， ¥Voild (New York and London, Frederick 

A. Praぞger,19G5）などがある。

本・,I｝の構成は，つぎのようにな.，ているυ

序 Z,:

I アフリ力経済発阪の歴史的展望

II アフリカの経済構造

ID アフリカの遺産と経済成長

IV アフリカ経済と財政の国際的地位

V アフリカの農業：問題とその解決

羽鋭、産物の開発

Vll r：業化

四社会的問接資本

lX 外国投資と援助計画

X アブソカの経済計画と立案

Xl 経済の／l再発，政策と外交

活経済発／1{0）見辿L

すなわち，本主の構成を見ても容易にわかるように，

あらゆる分野のilfl;,!ilを取りl二げているのではあるが，中

でもおiV；章に J ル、ては本書のうちで最大のスペースをさi

て，学f者がア7 リカの農業問題についてきわめて強い関

J心をドーっといることを示している。したがって，ここで

は本文の第V事を中心として論評を加え，それに著者が

アフリ力の経済発肢についてどのような見通しを持，Jて

いるのかをも命わせ検討することにしたい。

II 

第V己主にお1いては，アフリカ大陸での農村人口比率が

平均て川%に達してL、ること，さらに，輸出総額の60%

を農民物が占めていることを指摘して，農業がアフリカ

帝王済のrjl肢であることを月確事ちしてし、る。そして，その

農業部門内発/ll.［がし、かなる方法によサて i可能であるのか

と1/'d,・,それは「広義の経営技術の改善jによって達成

されろると判断している。同時に著者は，農業の発展を

灼く主fl’どする 11・1然条件lにつし、ても論及L，サハヲ以

l有のアフリカでは士地面積の75%は降雨量が僅少で＝あっ

て，わずかに 6%の土地が農耕に適しているにすぎない

と，自然環境の厳しさを指摘する。さらにすすんで，土壌

の分析にはいり，大部分の土地にはその肥沃度を増進す
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一
るのに欠くこ.~ ＇・ハヂきない合一段物が秘端 ι欠乏し C！，、る

事実をあげるとともに噌ナイジエリアにおける「モ r:tコ

シ｜の’i土産が＇hi:;(w問、，ι！日目Is）のt%：川二よってJj：減に

瀕 L.えニ事例をト：）て，ア ｝ ＇） 力農業わたIJIごにほとうして

も病虫容の｜お｜徐が必要であることを強制している｝

電？，アア j 力農業：＇） ii_i:i＼化にr~Jjr', I.て最す大、うな

問l与のひとつよ 1.• 止たされご 1、、：jf伝統｛＇U'JJ（’frn,liri《，nal

African farming）の変革にふれて，そこで行なわれてい

る「見畑農法｜（、hiftingculti,・ation) i土‘過去数[Iはじの

あLf二（こアフ 1.1り人自身；＇）＞，告別したisしん自然1:;t11zその

他の諸条件に適合した農耕法のひとつであることを』Jgめ
ながん司ある特＇；＂ f.り農耕it；ぴ〕応用をiJγ，tjるのit l・J奈の

特？｛に：J:かな：＇ti＇.、と指11ii）一ζ＇0 そ［て宅アブ 1I ／；にお

ける人IJ増加が現行農法にどのような作用を及ぼすかと

いう今日的問題に立ち入って， 5主近ではIF!来の「焼畑農

耕 l 士i笹持す＇＇.， 1てがき：I，..＇，；図難仁／，： Iてき－ r" r，与’る

点iζJ包目し， ｝ 、 vこ東部f ( J、1 リ

問題Jとの関f系か「】U、＂）そう J綴推｛七してU、ると tL与3ので

あJ、

パノラ以南，／） -: Fリカコ業においこft. そこ－~ u）生産

物の50%は自家ii'l費に向けられ，このような白給機業が

貧［刊と停滞（n川！日ogres~i, ,, ｝トこ直結しでいるの：＂ど）張
す／〉 しかし れ／）ゐ〉，アノ I］力にお可ぺ十自給店長；上し

だいに変革されて，っき、のような 4段階のフ。ロセスを経

過 Li，： ポら商ill，生産へ移行す乙とも｝！＇； J前していろ すな

わ丸、 11）完全！（「！治自足民主（これはわ、ラ地らはどの

ごく〕部の地方で見じれるにすぎない〕，（2）少民の余剰！

農産物を販売十日交階（年舷などを見込んご余分に生産

L Jこい剰の版巴ノ (3）重，Iはあくまーごれ il給農業にi,tか
れているが，商品作物が意識的に導入される段階，（4）市

場向けの生産が主体となる段階（これはガー十正西部ナ

イLJ リアの寸スア農業と‘＜＇；ガンケ ヴコーに一t"'i業

に代表される〕。

三のような自給農業の干名行過税の主主J'IJl：土，それ肉体と

しご fフリカ大出Aでの農；υ）＇t産様よプ）’F；観的，＇J！ ~i？を助

けるものではあるが，自給農業が商品il二極へ移行するこ

と，あるいはそれを促進する要因がなにであるかという

h：，ノj分析がfri,・ t）九ていぺνのは， )¥tic＇，；，お：'YjuJ〔I，とつ

の大きな欠点であると！君、われる。著：自力これま（しり前述

にしたがえばうアフ， IJカの農耕様式を決定する要国l士，

そのl壌の特子lであると乃えられて十＞.，（／）であと3が，た

とえば世界のもっとも先巡けな農業げ：~＼r＇）採用h・： t,- ：－~れ

ていると日われるアメリカの例をあげるまでもなく， ｜ 

桜山 ＇Vi 貨が農 llt~f、えを決’ιJると考；ノシし〉では／，： < :isど

書 評一一一戸一一

資活動をとお Lて道路・通信等の改良を行たい，しかも

潜j俺・排水施設の建設などによって土壌条件を改良して

ゆ Lことができるとたえるのが：長刀なのである そのfこ

めに多額の資本が必要となることは三うまで点ないが，

その資本をv、かなる方法によ η て調達しうるかは，おの

ド／p(,)JI店主にだ；！惹さるべき問題である。

著者はささにあげにぜ上うなプロヒスを経過しながらプ

フリカ農業に商品作物の生産が拡大するとともに，食糧

11'物の販売が減退してL、ることに？？反してU、やが，都市

への食糧作物の供給に関しては，｝干す；は重大な）只りを犯

しているのである。すなわち，かれによればアフリカの

f:E！内産食慌の価格は過去JO～15年間に下落してきたので

あるが，これは食糧の(ll、給がきわめて高い弾力什を持，' 

てヤることを示している，と判断している。

この判断は，筆者！J 、 F》~れば，ひとつにはガーナやヴ

Jンダなどのj事例によ』ても．そこに？の国産食料マの倒防

水準は，むしろ上昇傾向にこそあれ，それが低下してい

ろことは着取きれないり商品作物の生産が拡大するにつ

れて，会1誌の余剰生産は減少すると考えられるから，引

に都市における食糧の価格は上昇することになる。

さらに司、うひとつ著者の観察に疑問を呈したい点は，

衿斉がし、と T街唱にf;)_; rている 1ffii，凶作物J(c川 hcroiり

という用誇にJル、てである。通常は，輸出向けの換金作

物を「商品作物」とl呼ぶのであるが，著者自身も本文

1,p, 1仰いこ.t3" 、て指織している t－）に，都市における人

口の増加が馨しくな－ ）て，そこにおける食糧の幣要が糟

b目すれば，それらの都市での需要に応じた食糧生産が意：

織的に発ノI：することは，容易に考えられるところであろ

うο つまり，自給農業の段階にあっては，単なる自給l年一

品であるにすぎなかった食糧作物も，都市の市場が拡大

Jれば－・・t曜の荷品作物として取り扱，われなければならh

くなるのむふる。

持者は，ローデシアなどにおいてきわめて多く見られ

らアフリ b人農民の出隊ぎ、労働の11¥J漫にふれど，かれん

1'1＼稼ぎ労働r.－，土，いわゆる伝統的な環境の外で労働の体

験を積み盛ねることでより能率の良い農機具などを買う

れ金を手；こ入れることができ，し、わばもっとも進歩的tr

Jf;J｛となりうることができると論断している（p_106). 

さらに，農業生産でもっとも重要な要素のひとつであ

ん；土地の11¥H砲に言及Lて，土地全担l保iこするためにも，

IJ也の末、｛！？”！が必要E！（ると述・＜て、土地夜、rnがH土経：斉
発／J（のためのff（］提条件であると強調する。しかし著者

はたんtr. －~， ;i}!jl支的改1fのみを主駁するのではたく，土地
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の私有命Jjがたとえばガーナやナイジエリアにおけるココ

ア生存などのよろな，いわゆる商仏作物の生d：と結ひ？っ

かなftILば、経前与さ展の之めの前提条件土はなりえ！，い

ことも忘れてはいない。そこで著者みは，阿アフリカでの

ユコ γヤオ fJレ・ハーム，東rフリカにおけ一）；一に一

を茶れどの

て，定着農業の発生が促進されたこと，それが土地の私

打制，ない L弘自り財産として上地を位：識するFr,i汗を例り

出してきた三とにもふれているのであるt

つぎに著者は，アフリカにおけるプランテーション農

;_1、と， ,j、農経営と門生産直の比較にi土νーて，ノト農 ）j式

では各農民は自分自身と支族のために， 仁リ L、7 そ円労

働しなければならないという意識が強く，さらに，小農

M営lこおいて；;J:Jji .の呉氏にιる＇IIJl1Jiで泌営企frなうこ

とができるので能率的ヤあるとみろ、しかも，プラ Lテ

ーション方式に比較して，小波経営が用力flずることは，

1ili得の均等担分T:e:,J能tこし， したが.，て，；，，のm，ドを日llll二

ナることができるとも述へている。

つまり，箸.ffの判断；c:よれば，アフリカにおνては小

i：＇~経'hc!Jほうがア 7 ン fーションカえにじける上り L

より多くの利点を持っているとされるのであるが，サ f

什レ（角川I）ご茶（（川） （／）生産i乙閣しには例外でふるとし

て，つfのヒうIこ；t明してU、：，0 ・j ts.わら，十 fザ／νの

繊維抽出機（decorticator）は，年間1200トンのサ ｛・f Iレ

全処珂する則合が能率の最干i淡なのであリ，そっサ fサ2

1レを供給するにい，合i'.12700工ーカーのl：池♂必要とな

る。同時に，サイザノレは，業の下車；鼠；のうちでわずかに 2

～5 ?:,;0；織惟として抽ILIされるにずぎないものであらた

め，きわめて多量のサ fザIレおを）JI！工場三で，！七絞＇i'.J短

時間〔収穫後48時間以内）に運搬せねばならないっした

／，＇.ってーサイザ； l,'t産はプランテショニ方式によ.＇て

行なわれるのがも.）とも能率的なのであろ3

と心ろで，著者は，ノl、農経t広；に対してブランテ一νヨ

：方王に〔

たにもかかわむず，プランテーションは，その周辺の経

済部f'j1こ対してili:('s~的投術を伝達する役 II を収ゾこしうる

；，ので tらって、日！日園児経新発展の中核i'l'JなでA任lこはか

ならないと見なすのである。しかし，現実にプランテー

〆ヨエポ果／こして三たは刻lこノ～、てii, 民一者l工Jわゲyて

せ7観がJな立以を土 1，，イランテ－：ョンてはその主ザな

作業が依然として非アフリカ人の手中にあって，アブリ

'1人A4干殊心l支仕士修i'Ji-7.，仇会が苦しく；1制P:Jt辻、

ろと指摘してU、る l たt：.＇著者は，あくま』Eもヅラ：， ;r 
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｝ションがアブリカ人農業の発展に賞献しうるという立

場主捨てなし、C，長近タ kザムアやウ力、Jダなとにおい

てはられるような「値災地主義反対 とし、う理1t1による

プランテーションの胎．止運動については，むしろ否定的

た態度合明れかに［てU、むのごあるο

III 

fブリカの農業問題に関しては，以上に述べたような

1,,1,frf干をねつのではchるが，本ての第湿主震では， i経済発

肢の見通し！と題してつぎのように主張している。

｝ーな4っち， i著者はアフリカにおける国民1人当たりの

所沿水iji400ドルをひと勺の臼悼と定めて， 19SO{rまでに

この水準を遼成するには，どの程度の経済成長準が必婆

とふるかをが，z,;.rしてし、る。者：什の指慨する「i菊ア共和国J

F、強行（pp.2:;9～210）は}j!Jとしてι， ゲーナ，セ不ゾ

ル，アイボリー・コースト，ゲボン，および口ーデシアな

とv)J苦i1j；こrt1Lて1.t,l人当fこり国民所得引）（）ドノLを1980

ij' ，とでに達成Jる三とIt, け yして不11J能ではないと述

へ，そのために必要とされる経済成長率は5%であり，

人li土台／Jilがiii'I' 2υけで（111びるとすれば，絞；斉の成長ユギほ

7%となるど指摘する9 かれは Iこの成長率は，第2次

大戦後の先進諸国での実績から見ても，かなり商いもの

ではあ少が， l9501J'.f＼のii本ラ台湾，イス 7エルなどに

おいてすでに達成されている」とその，，J能性に期待をか

りてい沿。そして，アフリカ経済は，依然として自然条

約‘によ Jてj郎、規制を受けていることをi必顧し／）つ，病

ill.i'答防除を完全に実行するだけでもアフリカの幾業生産

Wo0%υ｝増加ぷ可能であ〈，と説くのである。

三の大陸の！？占業生産の物的生産性会組；！？する袋因ぷ，

病血容であることはすでに周知の事実であるが，著者の

設定すミ経抗成長本を達11止する場合，最大の問題とされ

ろのは、農業のf削抗生jl'(Jtなのであ I), tノカルテ＿， i’ 

的輸出構造にある］ji~～輸出農産物の価格の安定と，それ

に持づ〈輸／1¥l以入の高度波長企こそ忘れてはなんない，

本会において Kamarckはアフリカf益済に関連するあ

らゆる問題に命及しており，その意味でアフリカの経済

l!'.J:,!f 

究にl土L、ろうとする研究者などにとつて入門書としての

1"治土，あ＇'.ii:止度以たす三二とができょう。アフリカ経済

のf;f観そス＇；ッチした努力はおく詐｛出 iされねばならない

としても，個別の問題については単なる紹介説明に止ま

ー＇＇（ f,：パflJ’fcl)理 ，，i~が I,,!_ .. Iれないλ＼itひ土つの欠陥どな

，ちていど，o （調査研究部細見克也）
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